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松
山
支
店
の
開
設

　

松
山
は
、
江
戸
期
よ
り
伊い

よ予
絣か

す
り（

注
１
）
の

生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
明
治
期
に
入
っ
て

織
機
の
改
良
に
伴
い
そ
の
生
産
量
は
増
し
、

明
治
末
期
に
は
日
本
の
絣
生
産
量
の
半
分
を

占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
繊
維
産

業
の
発
展
に
伴
い
、
松
山
は
四
国
一
の
商
工

業
都
市
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
瀬
戸
内
海
交
通
の
拠
点

で
あ
っ
た
三
津
浜
港
と
松
山
市
内
を
結
ぶ
交

通
事
情
を
改
善
す
る
た
め
に
、
明
治
二
十
一

年
（
一
八
八
八
）
十
月
に
四
国
で
最
初
の
鉄

道
、
伊
予
鉄
道
（
注
２
）
が
開
通
し
、
更
に
明

治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
五
月
に
は
新
た

に
開
港
し
た
高
浜
港
ま
で
伊
予
鉄
道
は
延
長

注
１
／
伊
予
絣

　

 

愛
媛
県
松
山
市
で
製
造
す
る
絣

（
前
も
っ
て
染
め
分
け
た
糸
で

織
り
上
げ
た
織
物
）。
日
本
三

大
絣
の
ひ
と
つ
。
絣
は
普
段
着

の
和
服
の
反
物
と
し
て
親
し
ま

れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
女

性
の
モ
ン
ペ
と
し
て
活
用
さ
れ

た
。

注
２
／
伊
予
鉄
道

　

 

狭
軌
の
軽け

い
べ
ん便

鉄
道
と
し
て
は
日

本
で
初
、
民
営
鉄
道
と
し
て
は

日
本
で
二
番
目
の
鉄
道
事
業
会

社
。
明
治
期
の
車
両
は
夏
目

漱
石
に
よ
り
紹
介
さ
れ
「
坊
っ

ち
ゃ
ん
列
車
」
と
呼
ば
れ
た
。

注
３
／
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
収
容
所

　

 

日
露
戦
争
の
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
収

容
所
と
し
て
日
本
で
最
初
に
松

山
に
設
置
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
兵

は
政
府
の
方
針
で
自
由
外
出
な

ど
厚
遇
さ
れ
、
松
山
市
民
と
の

間
で
国
際
文
化
交
流
が
行
わ
れ

た
。

さ
れ
、
瀬
戸
内
海
交
通
の
拠
点
と
し
て
の
松

山
の
利
便
性
は
高
ま
り
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
翌
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
露
戦
争
中
、
松
山
に

ロ
シ
ア
兵
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
（
注
３
）
が
置
か
れ
た

の
も
海
上
交
通
の
拠
点
と
し
て
の
利
便
性
に

よ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
松
山
市
民
と
市

内
へ
の
外
出
が
認
め
ら
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
兵

俘
虜
の
交
流
は
、
松
山
と
道
後
温
泉
の
国
際

化
と
い
う
副
産
物
も
生
み
、
戦
後
の
国
際

観
光
文
化
都
市
（
注
４
）
指
定
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

一
方
、
松
山
の
金
融
面
を
み
る
と
、
中
小

銀
行
が
乱
立
し
、
手
形
交
換
所
も
設
置
さ
れ

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
商
工
業
都
市
と
し

て
発
展
す
る
松
山
を
支
え
る
に
は
必
ず
し
も

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
当

時
松
山
は
、
広
島
支
店
の
管
轄
下
に
あ
り
ま

し
た
が
、
現
金
輸
送
を
は
じ
め
と
し
て
松
山

の
金
融
機
関
と
広
島
支
店
と
の
連
絡
は
、
天

候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
海
上
交
通
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
地
元
か
ら
は
日
本

銀
行
誘
致
の
要
望
が
強
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
取
引
先
の
増
加
や
業
務
拡
大
が
見

込
ま
れ
た
日
本
銀
行
内
部
で
も
、
神
戸
支

店
（
昭
和
二
年
〈
一
九
二
七
〉
開
設
）
に
次

ぐ
支
店
設
置
の
候
補
地
を
選
定
し
て
い
る
中

で
、
商
工
業
の
発
展
度
合
い
等
か
ら
松
山
を

最
有
力
候
補
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
八

月
の
金
融
恐
慌
に
お
け
る
県
下
銀
行
へ
の
日

銀
特
融
を
機
に
、
広
島
支
店
か
ら
の
海
上
交

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
日
本
銀
行
は
、「
い
で
湯
と
城
と
文
学
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
、
四
国
商

工
業
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
る
松
山
に
、
四
国
地
方
で
最
初
の
支
店
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
松
山
支
店
開
業
時
の
店
舗
は
市
の
中
心
街
に
建
つ
古
典
様
式
の
建
物
と
し
て
、
市
民
に
長
く
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
第
九
回
は
、
そ
ん
な
松
山
支
店
の
旧
店
舗
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
松
山
支
店
旧
店
舗

9

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

写
真
上　

新
築
設
計
時
に
作
成
し
た

外
観
ス
ケ
ッ
チ
・
阪
東
義
三
画
（
昭

和
六
年
）（
阪
東
義
久
氏
所
蔵
）

写
真
下　

旧
店
舗
の
外
観
（
日
本
銀

行
金
融
研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
所
蔵
）
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通
依
存
の
脱
却
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
日
本

銀
行
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
二
月

に
、
四
国
地
方
で
は
最
初
の
松
山
支
店
の
設

置
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
銀
行
は
、
支
店
開
設
に
向
け
て
松
山

市
内
三
番
町
の
一
角
に
用
地
を
取
得
し
、
支

店
建
築
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
図
１
）

松
山
支
店
の
建
築

　

松
山
支
店
の
設
計
は
、
長
野
宇
平
治
（
写

真
１
）
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
野
は
、
辰
野
金
吾
（
注
５
）
と
共
に
、
明

治
期
の
一
連
の
日
本
銀
行
各
支
店
の
設
計
に

携
わ
っ
た
後
、
日
本
銀
行
技
師
を
辞
し
て
設

計
事
務
所
を
設
立
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災

を
機
に
本
店
建
物
の
震
災
復
旧
に
携
わ
り
、

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
本
店
増
築
工
事

を
機
に
再
び
日
本
銀
行
臨
時
建
築
部
（
注
６
）

の
技
師
長
に
就
き
ま
す
。
長
野
は
、
技
師
長

と
し
て
、
本
店
増
築
の
設
計
と
並
行
し
て
、

臨
時
建
築
部
筆
頭
技
師
の
阪ば

ん
ど
う東

義ぎ

三ぞ
う

（
注
７
）

を
加
え
て
松
山
支
店
の
設
計
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

長
野
に
は
、
松
山
の
地
に
特
別
の
思
い
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

夏
目
漱
石
（
注
８
）
と
正
岡
子
規
（
注
９
）
が

大
学
予
備
門
（
後
の
第
一
高
等
中
学
校
）
の

同
期
と
し
て
深
く
親
交
し
た
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
長
野
も
ま
た
、
そ
の
同

期
の
一
人
で
し
た
。
大
学
予
備
門
時
代
に
、

絵
心
の
あ
る
長
野
が
建
築
の
道
を
決
め
た
と

き
、
同
じ
く
建
築
の
道
を
志
望
し
て
い
た
漱

石
は
、
長
野
の
実
力
を
見
て
英
文
学
の
道
を

選
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長

野
は
第
五
高
等
学
校
（
現
熊
本
大
学
）
の
英

語
教
師
と
し
て
赴
任
中
の
漱
石
を
わ
ざ
わ
ざ

訪
ね
て
お
り
、
二
人
の
親
交
は
相
当
に
深

か
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
漱
石
は
、
子
規
の
故
郷
で
あ

る
松
山
に
、
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
（
旧
制
松

山
中
学
、
現
県
立
松
山
東
高
等
学
校
）
の
英

語
教
師
と
し
て
赴
任
し
ま
す
。
そ
の
間
、
漱

石
の
下
宿
家
（
現
愚ぐ

陀だ

仏ぶ
つ

庵あ
ん
）
に
子
規
が
同

居
し
、
俳
句
会
を
開
い
て
互
い
に
将
来
の
日

本
文
学
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
松
山
赴
任
中

の
体
験
は
、
後
の
漱
石
の
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ

ん
』
の
下
敷
き
と
な
り
ま
す
。

　

長
野
は
、
す
で
に
こ
の
世
に
い
な
い
同
期

の
二
人
が
築
い
た
文
学
の
町
・
松
山
に
建
物

を
設
計
す
る
こ
と
に
深
い
縁
を
感
じ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
四
月
に
松
山
支

店
の
新
築
設
計
が
決
定
し
、
同
年
八
月
に
清

水
組
（
現
清
水
建
設
）
の
請
負
で
着
工
さ
れ

ま
し
た
。
工
事
は
予
想
以
上
の
湧
水
の
た
め

基
礎
工
事
が
難
航
し
た
も
の
の
、
現
場
の
努

力
で
予
定
工
期
を
二
十
日
間
短
縮
し
て
、
同

七
年
（
一
九
三
二
）
九
月
に
竣
工
、
同
年

十
一
月
一
日
に
松
山
支
店
は
営
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

建
築
美
を
追
求
し
た 

古
典
様
式
建
築

　

新
築
時
の
松
山
支
店
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

注
４
／
国
際
観
光
文
化
都
市

　

 

日
本
に
お
い
て
、
国
際
的
な
観

光
・
温
泉
等
の
文
化
親
善
を
促

進
す
る
地
域
と
し
て
法
律
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
都
市
で
、
現
在

松
山
の
ほ
か
、
京
都
、
奈
良
、

軽
井
沢
な
ど
一
二
都
市
が
指
定

さ
れ
て
い
る
。

注
５
／
辰
野
金
吾

　

 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
工

部
大
学
校
（
現
在
の
東
京
大
学

工
学
部
）
造
家
（
建
築
）
学
科

を
第
一
回
生
と
し
て
卒
業
。
近

代
日
本
建
築
界
の
先
覚
者
。
日

本
銀
行
建
築
顧
問
。
日
本
銀
行

本
店
本
館
の
ほ
か
、
東
京
駅
な

ど
明
治
大
正
期
の
日
本
を
代

表
す
る
建
築
物
を
数
多
く
手

掛
け
た
。（
生
一
八
五
四
～
没

一
九
一
九
）

注
６
／
日
本
銀
行
臨
時
建
築
部

　

 

日
本
銀
行
本
店
の
一
号
館
～

三
号
館
増
築
工
事
（
昭
和
四

年
〈
一
九
二
九
〉
着
工
～
昭
和

十
三
年
〈
一
九
三
八
〉
完
成
）

に
あ
た
り
行
内
に
組
織
さ
れ

た
、
長
野
宇
平
治
技
師
長
以
下

九
〇
名
の
技
師
・
技
手
を
擁
し

た
建
築
部
。

注
７
／
阪
東
義
三

　

 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
東
京

帝
国
大
学
工
学
部
（
現
在
の
東

京
大
学
工
学
部
）
建
築
学
科
卒

業
。
日
本
銀
行
技
師
。
長
野
宇

平
治
の
右
腕
と
し
て
本
店
増
築

工
事
の
設
計
・
現
場
監
督
に
携

わ
っ
た
。（
生
一
八
九
四
～
没

一
九
五
一
）

注
８
／
夏
目
漱
石

　

 

明
治
時
代
を
代
表
す
る
文
学
者

の
ひ
と
り
。
正
岡
子
規
と
出
会

い
俳
句
を
学
ぶ
。
俳
号
は
愚
陀

仏
。
主
な
作
品
は
、
小
説
『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』『
坊
っ
ち
ゃ

ん
』『
三
四
郎
』
ほ
か
。（
生

一
八
六
七
～
没
一
九
一
六
）

図１　松山支店の所在地

写真 1　長野宇平冶
　明治 26 年（1893）帝国大
学工科大学（現在の東京大学
工学部）造家（建築）学科を
卒業。わが国屈指の古典主義
建築家として知られ、日本銀
行本支店をはじめとする数多
くの銀行建築を手掛けた。

（生 1867 ～没 1937）
（日本銀行金融研究所アーカ
イブ所蔵）
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の
大
島
石
（
注
10
）
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
外

壁
部
分
等
に
は
大
島
石
に
模
し
た
人
造
石
を

貼
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
観
の
特
徴
と
し
て
、
道
路
に
面

す
る
南
側
正
面
と
西
側
側
面
の
外
壁
に
並
ぶ

一
〇
本
の
イ
オ
ニ
ア
式
オ
ー
ダ
ー
（
注
11
）
と
、

外
壁
頂
部
を
飾
る
バ
ラ
ス
ト
レ
ー
ド
（
注
12
）

に
よ
る
典
型
的
な
古
典
様
式
を
採
用
し
な
が

ら
も
、
必
要
最
小
限
の
装
飾
に
抑
え
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
写
真
２
）

　

多
く
の
建
築
家
に
よ
り
多
様
な
建
築
様
式

の
建
築
が
み
ら
れ
た
昭
和
初
期
に
、
松
山
の

街
並
み
に
生
ま
れ
た
古
典
様
式
の
建
物
は
、

子
規
の
写
生
に
通
じ
る
究
極
の
建
築
美
を
示

し
た
と
も
い
え
ま
す
。

付
属
施
設
の
拡
張

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
の
松
山

空
襲
で
市
街
の
過
半
が
焦
土
と
化
し
た
な

か
、
県
庁
、
市
役
所
と
共
に
松
山
支
店
は
被

災
を
免
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
銀
行
は
、
戦

後
に
い
ち
早
く
業
務
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

戦
後
、
業
務
が
拡
大
す
る
な
か
、
開
設
時

か
ら
の
敷
地
に
は
わ
ず
か
な
中
庭
が
あ
る
だ

け
で
増
築
の
余
地
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
、
店
舗

東
側
に
隣
接
す
る
三
九
七
坪
（
約
一
三
〇
〇

㎡
）
の
土
地
を
購
入
し
、
当
面
は
木
造
倉
庫

と
車
庫
を
設
置
し
、
将
来
の
店
舗
拡
張
に
備

え
ま
し
た
。（
図
３
）

　

次
い
で
、
翌
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
七

月
、
既
存
付
属
家
の
二
階
上
部
に
木
造
の
三

階
を
増
築
し
、
更
衣
室
に
当
て
る
な
ど
逐
次

付
属
施
設
の
拡
張
を
図
り
ま
し
た
。
戦
後
、

社
会
情
勢
が
落
ち
着
く
中
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）、
よ
う
や
く
戦
時
中
に
店
舗
の

外
壁
に
施
し
た
迷
彩
（
写
真
３
）
を
除
去
清
掃

し
、
ま
た
金
属
拠
出
の
た
め
撤
去
さ
れ
た

暖
房
設
備
の
復
旧
工
事
を
施
し
ま
し
た
。
翌

二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
、
本
館
中
庭

に
荷に

捌さ
ば
き

所
を
増
築
し
、
現
金
荷
捌
き
作
業

の
順
便
等
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に

同
荷
捌
所
を
事
務
室
に
改
造
の
う
え
新
た
な

図 2　旧店舗の平面図（新築時）

リ
ー
ト
造
り
地
上
二

階
地
下
一
階
の
本
館
、

食
堂
・
宿
直
室
等
の

配
置
さ
れ
た
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地

上
二
階
地
下
一
階
の

付ふ

属ぞ
く

家や

、
お
よ
び
木

造
平
屋
の
物
置
の
三
棟
で
構
成
さ
れ
、
本
館

と
付
属
家
は
渡
り
廊
下
で
接
続
さ
れ
て
い
ま

し
た
。（
図
２
）

　

建
物
設
備
に
目
を
向
け
る
と
、
金
庫
は
本

館
の
地
階
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
松
山
支
店

よ
り
前
の
支
店
で
は
、
金
庫
を
敷
地
内
の
別

棟
に
設
置
し
て
お
り
、
松
山
支
店
が
、
本
館

内
に
金
庫
を
取
り
込
ん
だ
最
初
の
支
店
建
物

で
し
た
。

　

外
観
に
つ
い
て
言
え
ば
、
屋
根
は
、
陸
屋

根
の
上
に
タ
イ
ル
張
り
と
し
、
外
装
の
腰
壁

部
分
と
出
入
り
口
枠
等
に
は
地
元
愛
媛
県
産

注
９
／
正
岡
子
規

　

 

明
治
時
代
を
代
表
す
る
文
学
者

の
ひ
と
り
。
俳
句
、
短
歌
、
新

体
詩
な
ど
多
方
面
な
文
芸
活
動

に
よ
り
日
本
の
近
代
文
学
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
。（
生

一
八
六
七
～
没
一
九
〇
二
）

注
10
／
大
島
石

　

 

愛
媛
県
今
治
市
沖
の
大
島
に
産

す
る
花
崗
岩
。石
目
が
細
か
く
、

青
み
を
帯
び
た
石
肌
が
特
徴
。

「
石
の
貴
婦
人
」
と
も
言
わ
れ

る
。
建
材
の
ほ
か
、
高
級
墓
石

材
と
し
て
使
用
。

注
11
／
イ
オ
ニ
ア
式
オ
ー
ダ
ー

　

 

古
代
ギ
リ
シ
ャ
建
築
（
古
典
様

式
）
の
列
柱
様
式
の
ひ
と
つ
。

柱
頭
は
か
た
つ
む
り
の
よ
う
な

二
つ
の
渦
巻
き
装
飾
に
挟
み

込
ま
れ
た
受
台
の
形
を
し
て
い

る
。

注
12
／
バ
ラ
ス
ト
レ
ー
ド

　

 

建
物
屋
上
等
に
設
け
ら
れ
る
バ

ラ
ス
ト
（
手て

摺す
り

子こ

：
て
す
り
を

さ
さ
え
る
も
の
）を
も
つ
高
欄
。

写真 2　旧店舗の外観
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真３　戦時中に施された迷彩塗装
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

図３　旧店舗の配置図（増築後）
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荷
捌
所
を
中
庭
に
新
設
し
、
昭
和
四
十
九
年

（
一
九
七
四
）
に
は
隣
接
購
入
敷
地
の
木
造

倉
庫
を
取
り
壊
し
て
鉄
骨
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
二
階
建
て
の
付
属
家
を
新
築
す
る

こ
と
で
、
業
務
拡
大
に
よ
る
営
業
所
の
狭き

ょ
う
あ
い隘

化か

に
逐
次
対
応
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
い
で
湯
と
城
と
文
学
の
町
」

に
残
る
旧
店
舗
の
記
憶

　

昭
和
五
十
年
代
を
迎
え
、
更
に
業
務
が
拡

大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
既
存
金
庫
の
収
容
力

が
飽
和
状
態
と
な
り
、
ま
た
、
本
館
建
物
も

狭
隘
化
と
老
朽
化
が
著
し
く
な
る
な
ど
、
業

務
に
支
障
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
店
舗

の
建
築
が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
文
化
財
や
町
並
み
保

存
の
必
要
性
が
強
く
求
め
ら
れ
始
め
た
時
代

に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
銀
行
で
は

昭
和
初
期
の
古
典
様
式
建
物
の
ひ
と
つ
で
あ

る
旧
店
舗
の
解
体
の
可
否
を
検
討
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
店
舗
新
築
の
先
延
ば
し
や

代
替
地
へ
の
移
転
新
築
は
、
老
朽
化
対
応

と
取
引
先
の
利
便
性
と
を
考
慮
す
る
と
難
し

く
、
現
地
建
て
替
え
し
か
選
択
肢
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
九
月
、
市

民
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
、
新
店
舗
に
向
け

て
一
期
工
事
が
着
手
さ
れ
、
仮
設
事
務
棟
の

設
置
な
ど
準
備
工
事
を
経
て
、
昭
和
五
十
七

年
（
一
九
八
二
）
十
二
月
に
旧
店
舗
は
解
体

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
に
二
期
工
事
と
し

て
新
店
舗
建
設
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
五
十
九

年（
一
九
八
四
）二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。（
写

真
４
、
図
４
）

　

松
山
市
民
か
ら
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
旧

店
舗
の
解
体
に
先
立
ち
、
市
民
へ
の
一
般
見

学
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
旧
店
舗
の
記
憶
を
後

世
に
残
す
た
め
に
石
膏
模
型
を
松
山
市
立
子

規
記
念
博
物
館（
注
13
）に
寄
贈
し
ま
し
た
。（
写

真
５
、
現
在
は
松
山
支
店
内
に
展
示
）

　

ま
た
、
新
店
舗
に
は
、
営
業
場
の
天
井
に

旧
店
舗
の
格ご

う

天て
ん
じ
ょ
う
井
を
模
し
た
照
明
器
具
を

設
置
し
た
ほ
か
（
写
真
６
、７
）、
営
業
場
ロ
ビ
ー

上
部
に
旧
店
舗
ロ
ビ
ー
の
持
ち
送
り
金
物

（
写
真
８
、
注
14
）
を
再
利
用
す
る
な
ど
、
旧
店

舗
の
記
憶
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
山
支
店
が
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
地
元

に
密
着
し
た
活
動
を
続
け
、「
い
で
湯
と
城

と
文
学
の
町
」
松
山
の
街
並
み
に
建
つ
新
店

舗
が
旧
店
舗
と
同
様
に
末
永
く
親
し
ま
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

注
13
／
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館

　

 

俳
人
正
岡
子
規
の
世
界
を
通
し

て
松
山
の
歴
史
と
文
学
を
紹

介
す
る
文
学
系
博
物
館
。
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
四 

月
に
開
館
。

注
14
／
持
ち
送
り

　

 

壁
・
柱
か
ら
水
平
に
突
出
さ
せ

て
庇
・
梁
な
ど
の
上
部
の
荷
重

を
支
持
す
る
部
材
。

写真４　現在の松山支店

図４　現在の松山支店の配置図

写真５　旧店舗の石膏模型（1/50 縮尺）

写真７　現店舗の営業場

写真６　旧店舗の営業場（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真８　持ち送り金物
（現店舗の営業場ロビー上部）




